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この機能を使⽤するためにはシステムバージョン atl22230404 以降が必要となります。 

概要と要件 

2023 年 1 ⽉から WRk ⼤会の記録でなければワールドランキング・世界⼤会の参加資格など、WA 記
録集計の対象とならなくなりました。WRk ⼤会とするためには事前申請が必要で、WA 規則に準拠し
たかたちで競技会が⾏われ、修了後 24 時間以内に記録を電⼦申請する必要があります。 
また、以下の要件を満たしている必要があります。 
 
■WRk ⼤会の記録公認要件 
・100m〜800m は写真判定装置を使⽤した記録であること
・WA の認定を受けた計測機器を使⽤しているか 
 写真判定装置のゼロコントロールテスト、光波計測装置の開始前・終了後のテストは必須 
（幅三段は透過式計測器も使⽤可だが、アジア記録以上の記録が出た場合は鋼尺で再計測が必要）
（超⾳波式⾵⼒計・SIS は必須ではないが、アジア記録以上の記録が出た場合は認定されない）
・フィールド競技は１跳躍・1 投てき、1 計測（ペグによるまとめて⼜は最⾼記録のみ計測は不可）

これらを満たし WA 規則通り競技会が⾏われたかを保証するために近隣地域や主催者とは無関係な客
観的⽴場の A 級以上の審判⻑経験のある公認審判員を置き、⼤会を監督する必要がある。 
 
また、WA に直接データを送信する形での記録申請（報告）となるため、従来までの申請項⽬に加えて
通常競技会とは異なる以下の項⽬が必要となる。 
 
 
■WRk ⼤会の記録申請に必要な項⽬ 
必要な項⽬ ⼊⼿⽅法等
⼤会名（英語名称） WRk 申請時に決定した英語表記⼤会名
⼤会会場（英語名称） WRk 申請時に決定した英語表記⼤会会場名
⽒名（アルファベット表記） エントリー時に追加取得する
⽣年⽉⽇ エントリー時に追加取得する
国籍（個⼈） エントリー時に追加取得する
リレーチーム名 
（アルファベット表記）

エントリー時に追加取得する 

リレーチーム国籍 現段階ではリレーチーム編成の定義が曖昧なためわかる範囲で
 
WRk 対象は⼤会全体を対象とすることも可能だが、ある⼤会の⼀部の種⽬に限定して対象とすること
も可能。その場合は、その対象種⽬の記録のみ WA に報告すればよい。 
例）⼋種競技総合得点、四種競技総合得点 

⽇本独⾃の種⽬のため総合得点は報告不要 
ただし、個々の種⽬の記録は公認要件を満たせば申請対象となる 
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初期設定とデータ作成 

１．個⼈⽒名アルファベットと国籍、リレーチームアルファベットと国籍を読み込む設定 
 
通常の競技会運営では、⼤会中に表⽰・印字される項⽬はすべて⽇本語表記のものを使⽤し、WA 申請
⽤ CSV データを出⼒するときのみアルファベット表記を使⽤します。 
 
１）競技者マスターCSV、リレーマスターCSV へ項⽬の追加 
データ作成時に競技者マスターにインポートする CSV に個⼈⽒名アルファベットと個⼈の国籍 
リレーエントリー⽤ CSV にリレーチームのアルファベット表記と国籍を加えて読み込ませます。 
CSV 項⽬列 ID N1 N2 N3 NT 
⽒名(個⼈) ⽒名漢字 ⽒名カナ ⽒名アルファベット 個⼈国籍 3 レター
リレーチーム名 チーム名漢字 チーム名カナ チーム名アルファベット チーム国籍 3 レター

従来の master.csv、リレー.csv に N3、NT の項⽬を追加してください。⼈数が少ない場合には競技者
マスター/リレーエントリーから直接⼊⼒して登録することも可能です 
 
 
①競技者マスターCSV の形式 
 

ID（2 桁） 内容・形式 

N3 ⽒名アルファベット。最⼤半⾓ 30 桁。 

パスポート記載表記と同じ⼜はヘボン式ローマ字表記。 

名字をすべて⼤⽂字するとわかりやすい。姓と名の間にカンマはあってもなくてもよい 

【参考】日本人の姓名のローマ字表記について 

＜令和元年１０月２５日付け 官邸・政府・関係府省庁申し合わせ＞ 

 日本人の姓名のローマ字表記については、差し支えのない限り「姓－名」の順を用いる 

 姓と名を明確に区別させる必要がある場合には、姓を全て大文字とする 

 例）YAMADA Haruo 

NT 国籍の国名（地域名）3 レター。アルファベット⼤⽂字 3 ⽂字。 

例．⽇本「JPN」、アメリカ「USA」、ケニア「KEN」、エチオピア「ETH」 

空欄の場合は「JPN」と認識する。 

多国籍の場合、JAAF 登録では DUAL1／DUAL2 などと表記されていますが、このように表
記してもどこの国かわからないため、いずれか１つの国名を表記することが望ましい。 

Excel 等表計算ソフトで競技者マスターCSV データを作成する場合の例 
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②リレーマスターCSV の形式 
 

ID（2 桁） 内容・形式 

N3 リレーチーム名アルファベット。最⼤半⾓ 30 桁。 

パスポート記載表記と同じ⼜はヘボン式ローマ字表記。 

名字をすべて⼤⽂字するとわかりやすい。 

NT リレーチーム国籍 

国名（地域名）3 レター。アルファベット半⾓⼤⽂字 3 ⽂字。 

例．⽇本「JPN」、アメリカ「USA」、ケニア「KEN」、エチオピア「ETH」 

※各国の３レターアルファベット表記は⽇本陸連ホームページより確認することができ
ます。 

 

Excel 等表計算ソフトで競技者マスターCSV データを作成する場合の例（従来型・横形式） 

 

Excel 等表計算ソフトで競技者マスターCSV データを作成する場合の例（新型・縦形式） 
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２）⼤会初期設定 
【マスターメンテナンス】－【６．DINST ⼤会初期設定】の「印刷関連設定」から、N3・NT 項⽬を
使⽤するための設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「表⽰・関連」項⽬にある 
「英字⽒名（N3）と国籍（NT）の使⽤」と「リレー英字チーム名（N3）国籍（NT）を使⽤」に 
チェックをつけ、「使⽤設定」では ⽒名１＝漢字（N1）、⽒名２＝カナ（N2）を選択します。 
 
DINST ⼤会初期設定を終了するときは【設定完了】を押します。 
 
※メモ１ 

個⼈⽒名２（N2）、リレーチーム名２（N2）にアルファベットを登録した場合はこの機能を有効に
せず、従来通りの設定を使⽤してください。 

※メモ２ 

ネットワーク参照時に「DINST ⼤会初期設定」を変更した場合はサーバーへのマスターコピー（ア
ップロード）とクライアントへのマスターコピー（サーバーからのダウンロード）が必要となりま
す。 
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３）競技者マスター、リレーエントリーの CSV データインポートと編集 
N3、NT を含んだそれぞれの CSV データのインポートは従来の CSV データをインポートするときと
同じです。通常通りのインポート操作を⾏ってください。 
数が少ない場合や、軽微な修正については競技者マスター画⾯、リレーエントリーの編集画⾯にて追
加／修正が可能です。 
 
①競技者マスターにおける追加・編集 
競技者マスター編集画⾯には新たに「⽒名英字(30)」と「国籍」の項⽬が追加されます。 

ここから⼊⼒・編集することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②リレーエントリーにおける追加・編集 
リレーエントリーチーム情報画⾯には「チーム名３」「チーム国籍」の列が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム編集画⾯にも「チーム名（英字）」「チーム名（国籍）」の項⽬が追加されます。 

ここから⼊⼒、編集することができます。 
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２．⽣年⽉⽇の登録と⽣まれ年の登録 

 
WRk の記録申請には⽣年⽉⽇の出⼒が必要となります。陸上システムでは⽣年⽉⽇は DB コード（9
桁）の上 6 桁の部分に「⻄暦下 2 桁＋⽉ 2 桁＋⽇ 2 桁」の形式で登録します。DB コードの上 6 桁に
⽇付と認識される数字を設定すると、システムはこの値を⾃動的に⽣年⽉⽇と認識します。 
 
⽣年⽉⽇を含む DB コードの作成例 
⽣年⽉⽇ DB コード 
2000/3/5 000305001 
1999/10/24 991024199 

DB コード下 3 桁は重複しない任意の 3 桁の数字を設定する。 
 
 
また、⽣まれ年を⻄暦下 2 桁でアルファベット⽒名（N3）のうしろに半⾓括弧付きで登録しておくこ
とも有効です。 
 
例）NIHON Taro (99) / NIHON Hanako (00) 
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WA 記録申請⽤ CSV 出⼒⽅法 

処理が完了したレースは【競技会リスト】－【４．記録・番組情報 CSV 出⼒】の「諸設定」にある 
「WA 記録申請フォーマット」にチェックを⼊れることで出⼒することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．「諸設定」項⽬にある「WA 記録申請フォーマット」にチェックを付けます。 

すると、⾃動的に次の「DB から⽣年⽉⽇を⽣成する」にチェックが⼊ります。 
このチェックがはいていなかった場合、DB コードから⽣年⽉⽇は⽣成・出⼒されませんので 
注意してください。 

 
２．「出⼒する競技の選択」から出⼒する競技を選択します。 
  通常は「全て」で問題ありません。 
 
３．「作成」ボタンを押します。 
 
４．「WA 記録申請フォーマット⽤変換辞書」が表⽰されます。 
  これは、⽇本語の部分を英語表記に置き換えるための変換辞書です。 
  ＜置き換えができる項⽬＞ 
  性別名・・・男⼦、⼥⼦などの性別名 

種別・・・⼀般、⾼校、中学、⼩学、オープン、1 部、2 部、共通などの種別名 
種⽬・・・マラソン、ハーフマラソン、⾛⾼跳、⾛幅跳、砲丸投、やり投などの種⽬名 
ラウンド名・・・予選、準決勝、決勝、B 決勝や⼗種競技、七種競技といった混成競技名称 

  その他・・・組、タイムレース、トランスポンダー、都道府県名など 
 

最初からたいていの項⽬については変換辞書登録がされています。 
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  まずはこのまま【OK】を押し、1 度作成してみて、できあがった CSV ファイルの中⾝を確認し 
⽇本語の項⽬が残っているようなら、ここで変換したい名称を登録して、再度出⼒を実施してく
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５．WA 記録申請・諸設定画⾯が表⽰されます。 
  WRk ⼤会申請をしたときの「競技会名（英⽂）」「競技場名（英⽂）」「開催都道府県名（英⽂）」
  をアルファベットで登録します。⼤⽂字⼩⽂字指定はありません。 

 
 
 
 
 
 

  ⼊⼒後【OK】を押します。 
 
６．ファイル名を半⾓アルファベットで付け【保存】を押すと CSV 出⼒が始まります。 
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７．出⼒結果が表⽰されますので【閉じる】ボタンを押し、【終了】ボタンで終了します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
８．出⼒したファイルは出⼒先に指定したフォルダ内に指定のファイル名＋種類名で作成されます。
  種類名は以下の種類があります。 

種類名 内容 
〜TRK.csv トラック個⼈競技の記録
〜REL.csv リレー競技の記録 
〜HIG.csv ⾼さ系競技の記録 
〜LNG.csv ⻑さ系競技の記録 
〜DEC.csv 混成競技の記録 
〜ROD.csv 道路競技の記録 

作成されたこれらのファイルを所定のアドレスに送信してください。 
 
 
※⽣年⽉⽇を DB コードに含めなかった場合の処理 

DB コードを任意の数値 9 桁で作成している場合は、WA 申請⽤の記録データを上記⼿順で CSV
形式に出⼒したあと、出⼒したファイルを Excel 等の表計算ソフトで開き、ナンバーカードを使っ
て関数で参照して「YY/MM/DD」の形式で「bibNo.」項⽬に⼊れて申請すれば問題ありません。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


